
研究名称
芍薬甘草湯を含む甘草含有漢方処方データに基づくポリファーマシーの実態
とリスク評価に関する後ろ向き研究

研究責任者 なの花薬局札幌厚別西店 薬剤師 縄野貴洋

研究期間 研究機関の長による許可日 ～ 2027年3月31日

本研究の目的

甘草は多数の漢方処方に含まれる基本生薬であり、芍薬甘草湯は、甘草を多
く含む代表的漢方薬である。本研究では、芍薬甘草湯を含む漢方薬が2剤以
上処方されている患者を対象とし、甘草含有量、ポリファーマシー、副作用
などの実態を明らかにする。さらに、患者要因や併用薬が与えるリスクにつ
いても評価する

調査対象施設 株式会社なの花北海道全店舗

調査データ
 該当期間

2025年1月1日 ～ 2025年1月31日までの情報を調査対象とする。

研究の方法
 （使用する試料等）

●対象となる方
芍薬甘草湯が処方されたすべての患者様
 
 ●利用する情報
患者背景（性別、年齢、既往歴、現病歴、副作用歴、アレルギー歴）、臨床
所見、臨床検査値、投薬情報（処方薬品名、用法、用量、処方日数）芍薬甘
草湯の処方状況、構成生薬量（甘草量）、他の甘草含有漢方の併用有無、甘
草の総量（g/日 ）
、併用薬、調剤報酬情報

試料/情報の
 他の研究機関への提供

 および提供方法
他の機関への試料・情報の提供はありません。

個人情報の取り扱い
利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は削除
致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も個
人を特定できる情報は利用しません。

本研究の資金源
 （利益相反）

本研究に関連し研究責任者および研究分担者に開示すべき利益相反はありま
せん。

お問い合わせ先
電話：011-895-8931
 担当者：縄野　貴洋

備考

当薬局をご利用いただく患者の皆様へ

当薬局では下記の臨床研究を実施しております。
 本研究の対象者に該当する可能性のある方で薬歴情報等を研究目的に利用または提供されることを希
望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。


